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ゴムパッキングに閲する研究（第3報）   

（各社製輪ゴムの品質試験）  
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 各社袈輪ゴムに裁て以下に示す理化学的試験を行ひ、以てパ、ソキングとしての品質判足並に規格  

制定上の参考資料としたo  

l．試  料   

試験試料として次忙示す7敢袋11倭親の66粍用輪ゴムを使局Lた○  

試料番号 教法会社別   製 造 年 月   

1  k   昭和23．1   

2  〝   〝  23．6 

畠  〝   γ  23．10   

4  0   〝．23・l   

5  T  A   〝  23．8   

6  1〝 B   〝  23．8   

7  Ⅰ   〝  23．8   

8  〝 （赤〕  〃 23．］，t）   

9  R．   〝  23．8   

10  S   〝  23．8   

11  U．S．A  〝 ？ （米陶製）   

2．輪ゴムの分析結果  

各試料に付完全分析を行って輪ゴムの組   

成盈明かたした。分析注は日本療準規格   

第847尊．⊂経って行った。結果第1表の   

如L。  

歩1表 輪ゴムの分析表  
、■  

硫黄   
抽出物   抽出物    Jl． 的）物（％）   （％）  （％〕 

試料 製 造  製造  補正ア セトン  グロゝ 永ル′ム  アルコ‾ ル′ソーダ  轟鮮   鹿塵質  次 分   

番号 会社別  年 月   （％）   （％〕    （  
T  

1   K  23．1   7，195  1，370 2，380 0，275 77，405     53．2   
〝  23．8  4，430  0，695 0，5610，4516 73．35     57．6   

2                   3    〝  23．10  1，4ウ2  0，・姐410，563 0，2203 73．48     55，3   
4l 0  23．1  6，745  1．3512．10 0，185  75，157     58．5   

5  T   A  23．8  13，209  0，723 2，261 0，封13さ 71．．93     52．8   
6 ≡ 〝  お  23．8  j 8，055  1，∩朝一・2，085 0，3052 74．73・52．3   

7！ Ⅰ  23．8  7，うお  1，0り0 1．，0り7 0，0978（嘉．81 65．5   

8【1／（赤）  23．10  1，201・  0，成0 0，883 0，24・ウ877．（丸  67．8   

9  R  23．8  0，860  1，090 4，630 0，020681．94  68．3   

10   S  23．8  5，214  0；867 1，465 0，07（i3 75．70  69・7   

11 しf．S．A  ？  8，812  0，8】．1〔），880 0，Od・09 72・24一・19・6   

′ヽ  

9．98  

20，172  

23，750  

］，3，298  

11，10′1  

1．3，Ⅲ2  

20，B99  

19，170  

10，423  

】．6，224・  

16，474   
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3．輪ゴムの硬度、抗張力及伸長度測定結果   

各試料に付硬度、洗眼力及伸長度を測克した。倍次に示す耐熱、耐アルカリ及耐諏各試験を慈し  

試料に就ても同様の測定を行ひ、■之を此攣研究した。   

耐熱試験 試料を1150Cの電菜オーブン申に1時間保持す   

耐アルカリ試験 試料を3％苛性ソーダ溶液中にて3時間煮排して後吏紅水中にて年時間煮沸す   

耐油試験（第1法）  

酸慣0・1の朗笑油中に試料を浸潰した健1150Cの電気オーブン中に1時間保持す  

（第2法）  

次回に報告す  

測定結果第宰表の如L 

歩 2 真 鶴ゴムの硬度、読取力及伸長皮剥定鈷果表rl）   

√   

「詫」1、硬度はショーア、ジュ甘メーターにて測定す  

2、坑張力け毎卒方艶あログラム  

3、試料番号6乃11は試料不足の鳥分析以外の試陵は行はず  

輪ゴムの杭享張力及伸長度は季節により可なりの相違がある。即ち夏季は低く冬季には高い櫨が得  

られる。第2衷は測鹿田時が同一でないから各感菜劉こ就ての比揆は出水ない。   

次に此故に便ならL・むる矧司樽把測鬼t．た試験結界を餌3表に掲げる。  

．－．70 ＿  



第 3 衷 輪ゴムの硬度、航張力及伸長度測定繚果泰（2）  

「註」昭和24年1月10日測定、箪箪10度C  

4．輪ゴムの耐酸試験結果   

輪ゴムの耐酸試験は下記方湊によって行った。   

試料3本宛を精挿し之を5％鰭酸波並に5％杓槻酸液を容れたる硝子容裾中に接漬し碑封Lて5  

日間400Cの恒温槽円に保持す。終って輪ゴムを放出し水洗して後布片にて乗回の水分を拭ひ去り  

釦分間室温申に放置して後秤量す。   

次に之をデシケ一夕ー中に入れて乾晩し1週間毎に、殆ど恒畳を得る迄秤慶し酸液浸清前後の重  

量の葺を求める。   

侍耐酸試験前後紅於ける硬度、抗張力及伸長度をも併せ測定した。   

試除結果第4、5、6表の如し  

弟 4 衰 5ク占解放液浸薦  

ヽ  

－71一－   
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「謡」未処理ゴムのアシケークー中に於ける乾燥減額はけ．1％以下である  

歩 5 蓑 5ク言二物繚唐城壁流  

敢浸萬後の竜豊崎滴％（工芸澄）  盲試 料  

番 号  
襲  造  
金融別  

製造年月  

3週間琴t4・週間後  5週間後  30分後11週間後l2逸聞後  

（－）11．71（－）ユ3．1  23．1   

23．8   

23．］▲0   

23．1   

23．8   

2鼠．8   

23．10   

23．8  

1
 
 
2
 
 
q
U
 
・
q
．
 
5
 
 
7
 
 
日
U
 
q
／
 
 
0
 
 

1
 
 

（－）1．8喜（－）  

（十）1．11（＋）1．1   

23．8 （－り 2．71（＋）1．Ol（十二Il．0  

節（i表耐酸試飽前後の輪ゴムの硬度、洗顔力及伸長度測定緒果蓑   

「註」1抗張力揉昭和2こと年】月10［潤足す（測定経度礎10庶C）  

2 硬度は耐懐試助産後に測定し、拡張カ、伸長度は1ケ月以上経過後測定す  

・「72－  
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第4、5表を図示すれぼ攻囲¢如し  

昇 牛 東  ∫ガ 腑 練 乳 戎 ざ吾  
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5．試験結果の要約並に考察  

前記各項試験結果を要約し邑考案すれぼ次の如し  

（l）試料にはア紅紫J．1種類の66粍用輪ゴムを併用L・た。この内1橿は准尉製品である。  

（2＿）分析結果による輪ゴムの組成はまち柔ちであった。次に其最高、敢隠及平均値を示すと  

成  分  最  山     間  最  低  平   均   

補正アセtン柵凹物  

ク ロロホルム抽出物   

アルコールソーダ抽出物   

遊  離  硫  帯   

無  機    質   

夜  分  

＿＿73＿  
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金  硫  葦  

無機質IP の 硫 茸   

ゴ  ム、  質  

1，り27   

1，228  

15，876 l  

（●3）鶴ゴム中の遊離硫黄畳の規格（0・肺％以下）に合格するものは試螢番号9及准尉矧抗のみで  

其他は何れも規定以上を含んでゐる。  

（4）輪ゴムの物理的試験結果第3表に就て考察すると  

硬度  

73－82で硬軟に相当の開きがある。尤も蝿遭当初より若干硬くなったものもあるから個々  

に裁ての比較は困難である。  

抗張力及伸長度  

杭鰐力根）】唱以上のも・のは試料番号2、3、7、8の一ま踵異ご伸長度もそれぞれ錮0％以  

上あり輪ゴムとしての物理的性質比較的優秀ごある。中でも番号アは瑞張力7娘gに達し  

最も良い。之と反対●に番号p拝杭眼力前者匂半分以下（◆2り．r沌g）で伸長澄も200．％に達せ  

ず：旋も悪い。  

（5）輪ゴムの組成が共助親駒性質に及ぼす影響については明かなる関係が見出されない。尤も各   

試料の組成が桓々雑多であり、たとへ同一組成のものでも充項物の粉末虞、菜煉りの度合等  

幾多の條伸が加わって釆て、これ等の隙件が其物理的性質に多少の影響を及ぼす事も考へら  

れるから■無理もない事である。   

只ゴヰ質真に・就ては若干の開通性が認められる。即ち抗鰐力60了唱以上を示した番号2、3   

ア、8の4頗封のものは其ゴム質量が何れも他のものより多く19％以上に及んで中る0   

然し叉一方に於てゴム質量が】．0％位Lかないものでも番号lの如く抗張力が5花gもあるか  

と偲へぼ番号9の如く30たgにも達しないものもある。  

以上の事より考へて輪ゴノ、の成分と共助：艶的性質との関係を明かにするには一足の配合剤含  

の輪ゴムを各種読解し、之に託て其性質を順次検討してゆくと雷ふ方法によらなければ本当  

の事は解らない。  

（6）輪ゴムの耐熱、耐アルカリ及耐油試験結果より硬度、枕胆力及伸長変り変化を第2表より求  

めると次の如くなる。  
さ ．  
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ト  ：ヱ：；．H檜  

一ソ  6   

噂1り   

減 7  

1′ 13   

〝 1．3  

2r噂 9  噌 3・ソ 2シ滅● 用  

有家を要約すると   

（」り耐熱試験による硬度の変化は少く増減2以内である。拭弾力は番号4及川のみ梢てケ増加  

するが其他は何れも2－15％方城少する。  

伸長盛は噂滅区々七番号4の如く4】％も増加tたものもある。   

（Ii）耐アルカリ武儀平於て番号丁は硬度がGも増加L一方洗眼力及び伸長度共に2（）％余減少  

してゐる。これは輪ゴムがアルカリにより村当犯・された事を意味し従って新穂な競ゴヰ  

㌢軍船硫の自的の焉めアルカリ処馳は其縫度や煮沸時間に余程純音しなけれぼならぬ0  

其他の輪ゴムの硬度の変化は1昏加‡iが液高で全然変化を受けない密のが年数以上あ？  

た。競演力及び伸長要は減少するものが多く其傲高は増減共20％余である。番号4のみ  

は硬度、拭猥九伸長度共に何れも増加してゐる。   

く（j）耐油試験によりて硬度は大巾に減少する。濱億高は番号4の柑で輪ゴムは桝清性を帯び  

甚だし．．く菜膀性となってゐた。抹粥力は何れも減少し、番号5、ア、〔）の如く42～購％  

i」こ及ぶものもある。叉伸長要は反対‾に増加するのが普通であるが、中に僅かではあるが  

減少Lたのもあった。   

（D）右の試騎陪異により特に不良と恩はれる点は番号lの耐アルカリ性の悪い事と番号4が  

耐油性の劣る事である。  

（り輪ゴムを5％呼吸及5年杓聴取中把声日間（・蜘OC．）浸潰すると輪ゴA中の無職質等が犯さ   

れて膨潤し重畳と体領の増加を釆す。   

次に之を液より取出して乾燥すると漸次元旦状態に庚って乗る。この場合重量は元の重畳よ  

りも反って減少するものが多い。この重畳の減少は無機物欝が溶出された焉と考へら捗る0   

今貴意増血愕多い輪ゴムから順に列記すると次の如くなる。（節‘ま、5表より）  

〔A）5ク≦幣観液覆審  

■  

－．75＿・●   



（B〕 5ク左杓楷吸紋浸瘡  

試料番号  塑造金紋別  喫浩年 月  東   

4   （〕   23．1   

1   k   23．1   

8   Ⅰ （赤）   23・10 l   

3   駈   23．10 l   

S   T  A  23．8   

1（l   S   23．8  

2   fc: 

7   

9   R   

n ≡；：…ぎ  

23．8  

忠昭加率l乾燥後の覆畳  

将  0．5％   

洩 13．1   

／／ 19．2   

噂  6．0   

洩  2．8   

檜  0．9   

城  0．5   

噂  1▲．1   

／／   0．1  

右表より耐酸試験結果盈要約すると   

（り番号4を例外とL・て何れの袈品も杓栴酸液よりは酷酸液での方が其膨潤盛大である0   

（い）番号1、2、3は共に甫酸液に対する膨潤度が他社襲品に比べて極めて大きい中でも番  

号2の如きは90％に達する。而して一方的撒酸液に対しては2％余の膨潤度をこ過ぎな  

い。即ち酸の種類に 

（ハ）番号9は耐酸性良好である。特に5％杓槻に対しては殆ど作用されないと言ってもよ  

lハ0   

（ニ）杓勝較液に対する膨潤度の著しく大なるものは番号4と1で中でも番号4の如きは殆ど  

40％に及び酵酸液に対する30％よりも大きい。   

（ホ）耐酸試験後の重畳減少率15％以上のものは幣酸液中では番号7、8、10、5の各襲晶、  

杓脳酸申では番号8のみである。  

番号8は藁亀城少琴南液共壕高を示し20％に及んでゐる0  

（8）第6表より耐酸試験（5％密酸液＿）彼の輪ゴムの硬度、抗張力及び伸長度の変化について要  

約すると   

（イ）硬度は何れも減少ト5～20二方軟かくなった。膨潤度の大きかった番号2及び3は硬度の  

減少も亦大きく20及び18である。  

番号7及び9は密度の減少蔑も少い。   

（ロ）抗張力の檜加したさのは番号5、9、10の3犀潟で其他は何れも3～20％方城少1′てゐ  

る0   

（ハ）伸長度は番号アが4％減少した外は何れも4～37％方増加した。  

最も増加の大きかったのは番号9の37％である。  

（9）以上の試瞼結果により現在使用中のアンカー瓶用として輪ゴムは如何なる組成で良品質のも  

の呼あるかを知った、而しどの様な細戌のものがこ殴適であるかを亡の試鹸結果より見出すこ  

■・－76 ＿．   



と正極めて困壮である0  

輪ゴムの成分と其乳化学的性質との関係を朋かにせん焉には一定配合の輪ゴムを各種試楽  

し三のものについて酎ヒ学的試験並に実幡試験を行ひ共晶質を順次機討して行き最後に最も  

良い組成のものを見出すと言ふ方法に伐ら射ナれぼならないと思ふ0之が今後に残された研  

究課確である0  

以  上  

● ▲   

■－ 77 －・  




